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プロジェクト概要 
ウイルスと人体の相互作用ネットワークを包括的に理解し、そのパタ

ンを分類整理することにより、未知のウイルス感染症に対しても有効な

診断・予防・治療法を先制的に準備します。それにより、2050 年には、

ウイルス感染症の脅威から解放された社会の実現を目指します。 

２０３０年までのマイルストーン 
未知のウイルスが出現しても、感染早期に適切な治療を開始すること

で、感染症の発症を未然に防ぎます。具体的には、ウイルス感染による

生体反応を基に数理モデルを作成し、ウイルスを新たに分類します。さ

らに、ウイルス感染後の生体反応を早期に検出するバイオマーカーを同

定し、各分類のウイルスに最適な診断、治療、予防法を開発します。 

 

２０２５年までのマイルストーン 
ウイルス感染の早期診断法と有効な予防・治療法の開発に向け、ウイ

ルスを生体反応により新しく分類します。 
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